
中央区

食育の取組

中央区食育ネットワーク構成団体　※順不同､敬称略

≪食育連携校≫

北星学園女子中学高等学校

龍谷学園高等学校

光塩学園調理製菓専門学校

≪企業≫

株式会社明治

雪印メグミルク

よつ葉乳業株式会社

株式会社カゴメ

札幌ヤクルト販売株式会社

イオン北海道 （マックスバリュ山鼻店）

亀田製菓株式会社

大塚食品株式会社

≪施設等≫

中央区内児童会館 （ミニ児童会館を除く）

さっぽろ糖尿病・甲状腺クリニック

さっぽろ山鼻内科・糖尿病クリニック

桑園糖尿病内科クリニック

≪関係団体≫

中央区食生活改善推進員協議会

中央区栄養教諭・栄養士ブロック会

ちあふるちゅうおう、区内認可保育園

中央区健康づくりセンター

中央区内まちづくりセンター

中央区内介護予防センター



子ども向けの食育　～やさいつり～

取り組み内容①

～やさいつり～　にご協力いただいている構成団体

≪施設等≫

中央区内児童会館 （ミニ児童会館を除く）

さっぽろ糖尿病・甲状腺クリニック

さっぽろ山鼻内科・糖尿病クリニック

桑園糖尿病内科クリニック

≪関係団体≫

中央区食生活改善推進員協議会

中央区栄養教諭・栄養士ブロック会

ちあふるちゅうおう 、区内認可保育園

中央区健康づくりセンター

中央区内まちづくりセンター

中央区内介護予防センター

≪食育連携校≫

北星学園女子中学高等学校

龍谷学園高等学校

光塩学園調理製菓専門学校

≪企業≫

株式会社明治

雪印メグミルク

よつ葉乳業株式会社

株式会社カゴメ

札幌ヤクルト販売株式会社

イオン北海道 （マックスバリュ山鼻店）

亀田製菓株式会社

大塚食品株式会社

※順不同､敬称略



子ども向けの食育　～やさいつり～

開催行事｜子育てサマーフェスタ

　　　　　子育てスノーフェスタ

　　　　　食育・健康づくり展  IN チ･カ･ホ

対　　象｜各来場者

目　　的｜１日の野菜摂取目標量３５０ｇ（５皿分）を周知する

　　　　　

方　　法｜①１人あたり５個、野菜をつる

　　　　　②つった野菜の点数を計算する（３５０点を目指してもらう）

　　　　　③レシピや野菜摂取を提供する

子ども向けの食育　～やさいつり～



　　高校生向けの食育
　　　　　　～本気めしプロジェクト～

取り組み内容②

～本気めしプロジェクト～　にご協力いただいている構成団体

≪食育連携校≫

北星学園女子中学高等学校

龍谷学園高等学校

光塩学園調理製菓専門学校

≪企業≫

株式会社明治

雪印メグミルク株式会社

よつ葉乳業株式会社、株式会社カゴメ

カルビー株式会社

札幌ヤクルト販売株式会社

イオン北海道 （マックスバリュ山鼻店）

亀田製菓株式会社、大塚食品株式会社

≪施設等≫

中央区内児童会館 （ミニ児童会館を除く）

さっぽろ糖尿病・甲状腺クリニック

さっぽろ山鼻内科・糖尿病クリニック

桑園糖尿病内科クリニック

≪関係団体≫

中央区食生活改善推進員協議会

中央区栄養教諭・栄養士ブロック会

ちあふるちゅうおう、区内認可保育園

中央区健康づくりセンター

中央区内まちづくりセンター

中央区内介護予防センター

※順不同､敬称略



高校生向けの食育　～本気めしプロジェクト～

開催校｜北星学園女子中学高等学校

　　　　龍谷学園高等学校

対　象｜北星：高校２年生（３ /５クラス）

　　　　龍谷：高校２年生（６ /９クラス）

目　的｜高校生が今後、進学・就職等により親元を離れた時に、毎日の

　　　　食事を自らの判断で選択するようになるためのきっかけとする。

　　　　　

方　法｜北星：簡単調理実習、講話

　　　　龍谷：講話、ベジチェック（㈱明治  様と共催）

高校生向けの食育　～本気めしプロジェクト IN 龍谷～

１日の野菜摂取目標量の認知度

令和５年度：６６.３％　　　令和６年度：８７.２％

野菜摂取のメリットについて、よく理解できたと回答した割合

令和５年度：８０.１％　　　令和６年度：９１.６％

＊ ほとんどの学生（９８ .９％）が「実家暮らし」

＊ 朝食を食べない人：３８％

＊「朝食・夕食には野菜が出てくるから食べるが、
    昼は自分で買っているから食べない」と話す人が多い



今後とも

ご協力をいただきながら

“楽しい食育 ”を目指して

取り組んでいきたいと

思います


